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災害・事故に伴う化学物質等の拡散

プロテインケミカル福井工場爆発
（2018/7/2 福井新聞）

国盛化学小牧本社工場火災
（2018/10/7 毎日新聞）

利根川水系ホルムアルデヒド水質事故
（2012/5/18 日本経済新聞）

環境および人の健康への懸念

➤ 流出した化学物質の拡散状況を迅速に把握

➤ 健康への影響に関する情報を収集し適切な対応を検討

➤ 事故直後の迅速対応として「とりあえず、ざっくり」の情報も重要
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●立ち上げてすぐに様々なツールを利用できるアプリケーション

✓ 化学物質の拡散状況が地理空間情報とともに表示できる

✓ 人口等の関連情報を重ねて地図による視覚化できる

✓ 人への健康影響を検索・把握できる

✓ 無償で簡単な操作で実行できる

本研究の目的

行政等での初期対応を支援する

迅速対応統合プラットフォーム の開発

➢ スタンドアロン版に加えWeb版を開発

➢ 基盤地図，大気拡散・水域流出マッピング，

健康影響情報，曝露量推計

➢ 他のサブテーマ情報との連携

• ファイルのインポート・エクスポート

• 位置情報等によるリンク

➢ ユーザインターフェースの工夫
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基盤地図

• PRTR事業所（種別），大気環境測定局，浄水場，病院，学校など

様々なデータを地図とともに表示

• 外部のGISデータ（他サブテーマの結果等）も取込可能 4



大気拡散マッピング

• 任意の観測点のデータから大まかな空間補間を実行
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✓ 簡単なデータ形式

✓ 欠測値にも対応



水域流出マッピング（河川）
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• 河川内の濃度や経時変化を推計

• 人口等の情報を重ねて影響範囲

を把握できる



水域流出マッピング（河川）

• 観測値の情報とともに，モデルを用いた推計値，感度解析による

シミュレーションを実行可能
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水域流出マッピング（地下水）
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• 物質排出量、漏洩源・流下方向・地盤物性値等のパラメータに基づき、

地下水中の物質移行を推計・表示



健康影響データベース

• 化学物質名および症状から検索

• ICSC，GHS，IRIS等の健康影響情報データを日本語で表示

• S17情報基盤へのダイレクトリンク 9

S17情報基盤との連携



曝露量推計ツール
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• 化学物質の人への曝露量を迅速に推計

• 性・年齢の別、活動量を考慮

• 数理モデルについての説明も日本語説明も追加
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まとめ

本日の演習セッションで本プラットフォームの紹介・演習

を行います。是非ご参加ください。

• GISなどの高度な専門知識を必要とせず簡便に利用できる

• 事故時に避難が必要な地域や人数の迅速な把握などに役立つ

• 無償のオープンソースソフトを利用して開発されており、汎用性も

大きい

行政の担当者などでも利用しやすいものを

注意点

• 表示される推計結果は精密なものではない

• 提示される化学物質情報は既知の情報をすべて網羅したものではない

• ネットワーク環境に依存（スタンドアロン版/Web版）

災害時だけではなく普段から利用しておくことも重要
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